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 多文化、多宗教のインドにおいては、各州政府は地域的･文化的な祝祭日を含む休日カレンダーを設定するこ
とが認められている。こうしたカレンダーには、国として公式に定めた3日の祝日に加えて、州や宗教によって異な
る休日が含まれる。 

インドの学校では通常、夏の長期休暇と新年前後の短期休暇（冬休み）がある。夏休みは5月後半から7月上旬
が一般的である。北インドの学校では普通、真冬の12月後半から1月第1週までの2～3週間の冬休みがある。 

休日カレンダーとは別に、組織部門の被雇用者は臨時休暇や有給休暇を取得することができる。臨時休暇は
被雇用者が個人的な理由で1～2日の休暇が必要になった場合に、直前に申告すれば与えられる。有給休暇は長
期の休みを取るためのものであり、一度に7日以上取得することが想定されている。政府機関の多くは職員に対し
て、帰省や旅行のための休暇旅費補助（LTA）を支給している。 

■政府の休日カレンダー 

 中央・地方政府と商業銀行は、州ごとの休日カレンダーを発行しており、これが最も一般的な公的休日になっている。 

 複数の州で活動している民間組織は、州ごとに政府の休日カレンダーに合わせたカレンダーを用意している。小売
等の事業所では、日常の市民生活が滞らないよう公的祝日の適用免除を求めている。 

■民間の休日カレンダー 

■就業者の休暇 

■学校の休日 

祝日・休日 
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多くの人が祝う地域的な宗教上の休日があり、特定の州で公的な休日に指定されている。 
主な地域の休日と宗教上の休日は次のとおり。 

ヒンズー教  水掛け祭（ホーリー） 
 新年祭（ディワリ） 
 デサラ祭 
 ラタ・ヤットラ 
 バサント・パンチャミ 
 マッカル・サンクランティ 
 ガネーシャ祭 
 クリシュナ神生誕祭 
 ラーマ神生誕祭 
 マハ・シヴァラートゥリ 

ジャイナ教  マハーヴィーラ生誕祭 

国民の祝日は次の3つがある。 

✧共和国記念日（1月26日） ✧独立記念日（8月15日） ✧マハトマ・ガンジー誕生日（10月2日） 

仏教  仏誕祭 

キリスト教  聖金曜日 
 クリスマス 

イスラム教  預言者生誕祭 
 断食明け祭り 
 犠牲祭 
 イスラム教新年 

シーク教  ナナック生誕祭 
 バイサク 

アーンドラ・プラデシュ州 ウガディ（新年） 

ゴア州 グディ・パドワ（新年） 

カルナータカ州 ヴァールミーキ誕生祭 

ケララ州 ヴィシュ（新年）、オーナム 

マハラーシュトラ州 
シヴァジ生誕祭、 

グディ・パドゥワ（新年）等 

■国民の休日 

■宗教および地域の休日 

新年 1月1日（火） 

預言者誕生際 1月25日（金） 

共和国記念日 1月26日（土） 

水掛け祭 3月27日（水） 

聖金曜日 3月29日（金） 

ラーマ神誕生祭 4月19日（金） 

マハーヴィーラ誕生日 4月24日（水） 

新年 1月1日（火） 

預言者誕生際 1月25日（金） 

水掛け祭 3月27日（水） 

聖金曜日 3月29日（金） 

ラーマ神誕生祭 4月19日（金） 

マハーヴィーラ誕生日 4月24日（水） 

断食明け祭り 8月9日（金） 

断食明け祭り 8月9日（金） 

独立記念日 8月15日（木） 

クリシュナ神誕生祭 8月28日（水） 

マハトマ･ガンジー誕生日 10月2日（水） 

犠牲祭 10月16日（水） 

イスラム教新年 11月14日（木） 

クリスマス 12月25日（水） 

■参考 2013年 インドの祝祭日（デリー） 

休日の種類 

独立記念日 8月15日 

クリシュナ神誕生祭 8月28日（水） 

マハトマ･ガンジー誕生日 10月2日（水） 

犠牲祭 10月16日（水） 

イスラム教新年 11月14日（木） 

クリスマス 12月25日（水９ 
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【免責事項】本レポートで提供している情報は、ご利用される方のご判断・責任においてご使用ください。ジェトロでは、できるだけ正確な情
報の提供を心掛けておりますが、本レポートで提供した内容に関連して、ご利用される方が不利益等を被る事態が生じたとしても、ジェトロ
及び執筆者は一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。 

休日の過ごし方 

 休日には祭事や友人・家族との集まりが開かれる。休日の中には、集団での共同の祭事（水掛け祭、新年祭、クリ
スマス等）もあり、家族や親族、近所の住民や友人が集まる機会になっている。 
 最近、中・高所得層家庭では、近場に旅行して祭日や休日を過ごす傾向が少しずつ見られるようになった。一般に、
子どもの学校の休みに合わせて日程が組まれる。ホテルやリゾート地は、こうした機会のための休日パッケージを売
り出し始めている。伝統的に休日に観光旅行をするという習慣はなかったため、観光客数は増加しているものの、全
体に占める割合はまだ低い。 

 BOP層の家族は、近くに住む友人や親族と家の近所で過ごしている。祭日の中には、例えばタミル・ナード州
の収穫祭など外出を伴うものがあり、これが家族全員が一緒に外出して1日を過ごす機会になっている。家族の
休日の外出は、離れて住む家族を訪問する、自宅に近い宗教に関連する場所を訪れるなどに限られる。 
 BOP層にとって観光旅行は、経済的に手が届かないものであり、費用を工面できる場合であっても、長期間仕
事を離れることは難しい。非組織部門で仕事をしている者には、有給休暇がないのが普通であり、一月分の収
入全額でようやく家計をまかなっている場合が多い。 
  

■BOP層の状況 


